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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済の動向としては、米国では、引き続き個人消費主体に堅調が続いて

おり、生産、投資にやや減速傾向がみられるものの、経済は緩やかに拡大し、欧州では、消費、投資など景気は低

位ながら回復基調は続いております。また、中国をはじめとする新興国の景気は、引き続き緩やかに減速傾向にあ

ります。その他、南米のブラジル、ベネズエラあるいはロシアなどは引き続き経済の低迷が続いております。

一方、日本経済の動向は、円高や輸出の伸び悩み、原油の動向などが懸念材料ながら全体としては、景気持ち直

しの傾向となっております。

こうした中、当社グループにおいては、国内市場のオートモティブ部門で新製品の全自動フロンガス交換機の販

売が好調を維持したものの、海外部門では主力製品であるダイアフラムポンプが伸び悩み、円高の影響等もあり低

調な推移となりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結売上高は4,262百万円（前年同期比△389百万円、8.4％減）となり

ました。売上高を部門別にみますと、オートモティブ部門は1,228百万円（前年同期比39百万円、3.3％増）、イン

ダストリアル部門は2,433百万円（前年同期比△370百万円、13.2％減）となり、上記部門に属さないサービス部品

や修理売上などのその他の部門の売上高は601百万円（前年同期比△58百万円、8.8％減）となりました。

利益面では、売上総利益は1,633百万円（前年同期比△206百万円、11.2％減）となり、営業利益は304百万円

（前年同期比△103百万円、25.3％減）、経常利益は300百万円（前年同期比△157百万円、34.4％減）となり、親

会社株主に帰属する四半期純利益は209百万円（前年同期比△98百万円、32.0％減）となりました。

当第２四半期連結累計期間における報告セグメントの業績は次のとおりであります。

日本における外部顧客に対する売上高は2,545百万円（前年同期比△72百万円、2.8％減）、営業利益は87百万円

（前年同期比△27百万円、24.1％減）となりました。米国における外部顧客に対する売上高は1,140百万円（前年

同期比△279百万円、19.7％減）、営業利益は137百万円（前年同期比△52百万円、27.5％減）となりました。オラ

ンダにおける外部顧客に対する売上高は436百万円（前年同期比△32百万円、6.9％減）、営業利益は54百万円（前

年同期比△17百万円、24.0％減）となりました。中国における外部顧客に対する売上高は139百万円（前年同期比

△5百万円、3.5％減）、営業利益は9百万円（前年同期比△3百万円、26.0％減）となりました。なお、平成28年７

月に、海外子会社 YAMADA (THAILAND) CO.,LTD.をタイ王国に設立しましたが、現在のところ業務を開始しており

ません。

また、当第２四半期連結累計期間の連結売上高に占める海外売上高は2,022百万円（前年同期比△306百万円、

13.2％減）で、その割合は47.5％となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は10,137百万円となり、前連結会計年度末に比べ381百万円の減

少となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少（△191百万円）、有価証券の減少（△50百万円）、原材

料及び貯蔵品の減少（△33百万円）、有形固定資産の減少（△116百万円）等によるものであります。

負債合計は2,972百万円となり、前連結会計年度末に比べ304百万円の減少となりました。これは主に支払手形及

び買掛金の減少（△158百万円）、長短借入金の減少（△81百万円）、退職給付に係る負債の減少（△10百万円）

等によるものであります。

純資産合計は7,164百万円となり、前連結会計年度末に比べ77百万円の減少となりました。これは主に利益剰余

金の増加（125百万円）、為替換算調整勘定の減少（△192百万円）等によるものであります。

この結果、自己資本比率は68.0％となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は2,617百万円となり、前連結会計年度末に比べ95百

万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは461百万円の純収入（前年同期は125百万円の純収入）となりました。これ

は主に税金等調整前四半期純利益300百万円、売上債権の減少による145百万円等の収入要因があったことによるも

のであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは112百万円の純支出（前年同期は196百万円の純支出）となりました。これ

は主に有形固定資産の取得による125百万円等の支出要因があったことによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは178百万円の純支出（前年同期は179百万円の純支出）となりました。これ

は主に長期借入金の返済による76百万円、配当金の支払による83百万円等の支出要因があったことによるものであ

ります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期通期の業績予想につきましては、平成28年11月７日の「業績予想の修正に関するお知らせ」にて

公表いたしました業績予想から変更はありません。

なお、業績予想の前提となる想定為替レートにつきましては、１米ドル102円、１ユーロ112円としております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,501,786 2,648,503 

受取手形及び売掛金 1,685,406 1,494,112 

有価証券 50,840 － 

商品及び製品 1,362,364 1,334,727 

仕掛品 304,657 314,120 

原材料及び貯蔵品 525,628 492,007 

繰延税金資産 132,505 119,749 

その他 187,108 102,480 

貸倒引当金 △8,320 △7,099 

流動資産合計 6,741,976 6,498,603 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,568,866 1,508,552 

土地 1,190,257 1,178,779 

その他（純額） 593,623 549,016 

有形固定資産合計 3,352,746 3,236,347 

無形固定資産 49,705 38,938 

投資その他の資産 374,438 363,542 

固定資産合計 3,776,890 3,638,828 

資産合計 10,518,867 10,137,431 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,370,549 1,212,055 

短期借入金 120,000 115,000 

1年内返済予定の長期借入金 192,484 176,852 

未払法人税等 36,539 33,600 

賞与引当金 123,050 125,586 

未払費用 138,461 130,767 

その他 106,493 70,152 

流動負債合計 2,087,577 1,864,014 

固定負債    

長期借入金 453,397 392,575 

繰延税金負債 228,663 222,576 

退職給付に係る負債 393,965 383,457 

資産除去債務 20,349 20,349 

長期未払金 32,270 32,270 

その他 61,079 57,691 

固定負債合計 1,189,726 1,108,919 

負債合計 3,277,303 2,972,934 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 600,000 600,000 

資本剰余金 58,187 58,187 

利益剰余金 6,157,108 6,282,921 

自己株式 △5,435 △5,929 

株主資本合計 6,809,860 6,935,179 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 80,781 71,087 

為替換算調整勘定 83,124 △109,832 

その他の包括利益累計額合計 163,905 △38,744 

非支配株主持分 267,797 268,061 

純資産合計 7,241,563 7,164,496 

負債純資産合計 10,518,867 10,137,431 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 4,652,147 4,262,451 

売上原価 2,811,312 2,628,528 

売上総利益 1,840,834 1,633,922 

販売費及び一般管理費 1,433,161 1,329,338 

営業利益 407,673 304,584 

営業外収益    

受取利息 893 559 

受取配当金 8,614 8,574 

負ののれん償却額 2,445 2,445 

為替差益 27,557 － 

不動産賃貸料 3,681 16,622 

その他 23,679 3,722 

営業外収益合計 66,872 31,924 

営業外費用    

支払利息 7,149 2,612 

売上割引 6,640 6,347 

為替差損 － 25,063 

その他 3,058 2,443 

営業外費用合計 16,848 36,466 

経常利益 457,697 300,041 

特別利益    

固定資産売却益 331 － 

特別利益合計 331 － 

特別損失    

固定資産処分損 2,030 － 

特別損失合計 2,030 － 

税金等調整前四半期純利益 455,997 300,041 

法人税、住民税及び事業税 139,154 84,365 

法人税等調整額 7,741 5,774 

法人税等合計 146,895 90,140 

四半期純利益 309,102 209,901 

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,034 264 

親会社株主に帰属する四半期純利益 308,068 209,637 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 309,102 209,901 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △3,638 △9,693 

為替換算調整勘定 14,881 △192,956 

その他の包括利益合計 11,243 △202,650 

四半期包括利益 320,346 7,251 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 319,311 6,987 

非支配株主に係る四半期包括利益 1,034 264 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 455,997 300,041 

減価償却費 154,815 173,046 

負ののれん償却額 △2,445 △2,445 

受取利息及び受取配当金 △9,508 △9,133 

支払利息 7,149 2,612 

売上債権の増減額（△は増加） 37,682 145,133 

たな卸資産の増減額（△は増加） △111,254 △58,239 

仕入債務の増減額（△は減少） △81,438 △91,318 

その他 △58,287 27,072 

小計 392,710 486,769 

利息及び配当金の受取額 9,508 9,133 

利息の支払額 △7,135 △2,588 

法人税等の支払額 △269,950 △31,776 

営業活動によるキャッシュ・フロー 125,132 461,538 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △5,504 △505 

定期預金の払戻による収入 500 500 

有形固定資産の取得による支出 △199,402 △125,881 

有形固定資産の売却による収入 9,910 － 

投資有価証券の取得による支出 △1,307 △1,541 

その他 △218 14,786 

投資活動によるキャッシュ・フロー △196,022 △112,641 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 127,000 169,000 

短期借入金の返済による支出 △115,000 △174,000 

長期借入金の返済による支出 △93,102 △76,454 

配当金の支払額 △81,292 △83,465 

その他 △16,636 △13,427 

財務活動によるキャッシュ・フロー △179,031 △178,347 

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,591 △74,677 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △246,330 95,871 

現金及び現金同等物の期首残高 2,822,639 2,521,907 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,576,308 2,617,778 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  日本 米国 オランダ 中国 

売上高          

外部顧客への売上高 2,618,703 1,420,331 468,874 144,237 4,652,147 

セグメント間の内部売上高又は振替高 982,208 31,322 4,193 － 1,017,724 

計 3,600,912 1,451,653 473,068 144,237 5,669,871 

セグメント利益 115,772 190,248 71,560 13,213 390,794 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

  （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 390,794

セグメント間取引消去 △1,859

棚卸資産の調整額 18,737

四半期連結損益計算書の営業利益 407,673
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
合計 

  日本 米国 オランダ 中国 タイ 

売上高            

外部顧客への売上高 2,545,926 1,140,851 436,520 139,153 － 4,262,451 

セグメント間の内部売上高又は振替高 927,955 30,084 3,889 － － 961,929 

計 3,473,881 1,170,935 440,409 139,153 － 5,224,381 

セグメント利益又は損失（△） 87,845 137,893 54,381 9,772 △3,095 286,796 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

  （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 286,796

セグメント間取引消去 △37,306

棚卸資産の調整額 55,093

四半期連結損益計算書の営業利益 304,584

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第２四半期連結会計期間に YAMADA (THAILAND) CO.,LTD.を設立し、連結子会社としたことから、新た

な報告セグメントとして、「タイ」を追加しております。
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